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汚染地帯「ゾーン」への入り口に当たるディチャトキ。あまり手際がよくなく、通過に結構時間がかかった

●
念
願
の
ツ
ア
ー
参
加

　
人
類
史
上
最
悪
の
原
子
力
事
故
で
あ
る

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
が
起
き
た
の

は
、
一
九
八
六
年
四
月
二
六
日
の
こ
と
だ
っ

た
。
当
時
は
ま
だ
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和

国
連
邦
（
ソ
連
）
が
存
在
し
た
時
代
で
、
原

発
は
そ
の
構
成
共
和
国
で
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
所
在
し
て
い
た
。
秘
密
主
義
だ
っ
た
ソ
連

の
こ
と
、
事
故
が
国
際
社
会
に
明
ら
か
に
な

る
の
に
は
数
日
を
要
し
た
が
、
当
時
大
学
で

ロ
シ
ア
語
を
専
攻
し
て
い
た
私
も
大
き
な

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
原
発
事
故
は
、
一
九

九
一
年
暮
れ
に
ソ
連
が
崩
壊
す
る
序
章
に

な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
私
は
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇

一
年
に
か
け
て
、
旧
ソ
連
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
と

い
う
国
に
駐
在
し
、
日
本
大
使
館
で
専
門
調

査
員
を
務
め
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
自

体
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
所
在
し
て
い
る
が
、
実

は
風
向
き
等
の
関
係
で
放
射
性
物
質
の
七
割

は
北
隣
り
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
降
り
注
い
だ
と

い
わ
れ
て
お
り
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
こ
そ
忌
ま
わ

し
き
原
発
事
故
の
最
大
の
被
害
国
な
の
で
あ

る
。
大
使
館
時
代
に
は
、
日
本
人
の
医
師
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
汚
染
地
域

で
支
援
活
動
に
従
事
す
る
様
子
を
目
の
当
た

り
に
し
た
。

　
し
か
し
、
せ
っ
か
く
そ
の
よ
う
な
知
見
を

得
な
が
ら
、
私
は
原
子
力
の
問
題
に
つ
い
て

充
分
な
問
題
意
識
を
育
む
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
む
し
ろ
地
球
温
暖
化
の
方
が
喫
緊

の
脅
威
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
原
発
に
関

し
て
は
漠
然
と
、
そ
れ
を
緩
和
す
る
必
要
悪

の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
。
そ
ん
な
、
あ
や
ふ
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プリピャチ中心部の遊園地の跡地。打ち棄てられ錆び付いた観覧車は、
チェルノブイリの象徴のようになっている。小型ながら、世界で最も
有名な観覧車の一つかもしれない

や
な
価
値
観
を
抱
え
な
が
ら
、
二
〇
一
一
年
三
月
を

迎
え
、
大
き
な
衝
撃
を
受
け
る
。
原
発
に
つ
い
て
満

足
な
知
識
や
主
体
的
な
問
題
意
識
を
持
た
な
い
ま
ま

来
て
し
ま
っ
た
と
い
う
後
悔
の
念
と
、
焦
燥
感
ば
か

り
が
募
っ
て
い
っ
た
。

　
そ
ん
な
折
り
、
仕
事
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
行
っ
た
際

に
、
現
地
の
日
本
大
使
館
員
か
ら
、「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
へ
の
ツ
ア
ー
が
解
禁
に
な
っ
た
」
と
い
う
話
を
聞

き
、強
い
関
心
を
抱
い
た
。
大
袈
裟
な
よ
う
だ
が
、チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
を
こ
の
目
で
見
る
こ
と
が
、
原
発
の
問

題
に
き
ち
ん
と
向
き
合
っ
て
こ
な
か
っ
た
自
分
を
悔

い
改
め
る
「
み
そ
ぎ
」
の
よ
う
な
も
の
に
思
わ
れ
た
。

と
は
い
え
、
普
段
は
仕
事
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
出
か
け

る
の
で
、
一
日
が
か
り
の
ツ
ア
ー
に
加
わ
る
時
間
は

と
れ
な
い
。
二
〇
一
四
年
五
月
に
個
人
旅
行
で
ウ
ク

ラ
イ
ナ
を
訪
れ
、
そ
の
際
に
よ
う
や
く
念
願
の
ツ
ア
ー

参
加
を
実
現
し
た
。

　
一
般
人
の
見
学
が
許
可
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

は
い
え
、「
ゾ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
る
汚
染
地
帯
へ
の
立

ち
入
り
は
現
在
も
厳
重
に
規
制
さ
れ
て
お
り
、
登
録

業
者
が
組
織
す
る
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
必
要
が
あ
る
。

業
者
は
複
数
あ
り
、
メ
ニ
ュ
ー
も
多
少
異
な
る
よ
う

だ
が
、
私
は
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
・
ツ
ア
ー
」

（https://chernobyl-tour.com

）
と
い
う
と
こ
ろ
を

選
び
、
事
前
に
メ
ー
ル
で
予
約
を
し
た
う
え
で
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
赴
い
た
。

●
実
際
の
ツ
ア
ー
の
様
子

　
当
日
は
、
朝
七
時
半
に
首
都
キ
エ
フ
の
中
央
駅
前

に
集
合
し
、
ミ
ニ
バ
ス
で
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
に
向
か

う
。
私
が
参
加
し
た
グ
ル
ー
プ
は
八
名
程
度
で
、
私

以
外
全
員
、
地
元
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
若
者
た
ち
だ
っ
た
。

参
加
費
用
は
一
三
九
米
ド
ル
。
希
望
者
に
は
、
放
射

線
測
定
器
の
レ
ン
タ
ル
も
あ
る
。

　
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
は
、
首
都
キ
エ
フ
か
ら
一
〇
〇

キ
ロ
あ
ま
り
し
か
離
れ
て
い
な
い
の
で
、
車
で
二
時

間
も
走
れ
ば
現
地
に
到
着
す
る
。
デ
ィ
チ
ャ
ト
キ
と

い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
通
っ
て
、

立
ち
入
り
制
限
区
域
に
入
域
。

　
ま
ず
我
々
は
、
事
故
で
無
人
と
な
っ
た
ザ
レ
シ
エ

と
い
う
廃
村
に
立
ち
寄
り
、
民
家
の
廃
墟
を
巡
っ
た
。

ち
な
み
に
、
半
壊
し
た
家
の
片
隅
に
は
、
お
も
ち
ゃ

の
人
形
な
ど
が
放
置
さ
れ
て
い
る
光
景
が
あ
る
が
、

そ
の
大
半
は
見
学
者
が
写
真
撮
影
用
の
「
演
出
」
目

チェルノブイリの影の名物がこれ。冷戦の遺物、大陸間弾道ミサイル
早期警戒巨大アンテナ。電力を大量に食うので、発電所の隣に建てら
れたらしいが、1986 年の原発事故を受け運用が停止され、放置されて
今日に至る

コパチという廃村にある幼稚園の廃墟。
絵本や遊具などが散乱しているが、文
中に記したとおり、どこまでがリアル
でどこからが「演出」なのかは、よく
分からない。原発から至近の地なので、
軒下などの線量はきわめて高かった



的
で
置
い
た
も
の
だ
と
い
う
。

　
ザ
レ
シ
エ
を
過
ぎ
、
ツ
ア
ー
一
行
は
キ
エ
フ
州
の

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
市
に
入
る
。
実
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
原
発
は
同
市
に
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
プ
リ
ピ
ャ

チ
市
の
方
が
至
近
で
あ
る
。
プ
リ
ピ
ャ
チ
が
無
人
化

し
て
久
し
い
の
に
対
し
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
は
今

で
も
事
故
処
理
関
係
者
な
ど
数
百
人
が
住
ん
で
い
る
。

　
そ
の
後
、
我
々
は
旧
プ
リ
ピ
ャ
チ
の
市
街
に
赴
き
、

所
々
で
生
い
茂
る
草
木
を
か
き
わ
け
る
よ
う
に
し
て
、

ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
を
散
策
し
た
。
一
九
八
六
年
の
事

故
前
ま
で
は
、
ソ
連
の
未
来
を
し
ょ
っ
て
立
つ
、
輝

け
る
科
学
都
市
だ
っ
た
プ
リ
ピ
ャ
チ
。
ソ
連
各
地
か

ら
若
く
野
心
の
あ
る
人
材
が
集
ま
り
、
人
口
は
五
万

人
に
迫
っ
て
い
た
。

　
そ
し
て
い
よ
い
よ
、
ツ
ア
ー
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
い

う
べ
き
原
発
そ
の
も
の
の
見
学
。
外
観
を
眺
め
る
だ

け
で
は
あ
る
が
、
爆
発
し
た
四
号
機
、
そ
し
て
そ
れ

を
覆
う
べ
く
建
設
中
の
「
新
石
棺
」
の
様
子
な
ど
を
、

意
外
な
ほ
ど
の
至
近
距
離
か
ら
見
学
で
き
た
。
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
で
は
、
原
子
炉
は
全
面
的
に
停
止
し
て

い
る
も
の
の
、
当
国
の
電
力
系
統
に
お
け
る
重
要
な

送
電
拠
点
と
し
て
現
在
も
稼
働
し
て
お
り
、
新
石
棺

の
建
設
工
事
も
進
行
中
な
の
で
、
実
は
案
外
「
活
気
」

が
あ
る
。

爆発した 4号機を、こんなに間近
に眺められるとは思わなかった。
ソ連が設計開発した黒鉛減速沸騰
軽水圧力管型原子炉（RBMK）の
RBMK-1000 型の原子炉が、人類
史上最悪の事故を引き起こした

ここはスポーツのスタジアムだったという。20 余年でグランドを林に変えてしまう植物の生命力に驚く

プリピャチ市で一番高い 15 階建て
の団地の屋上に登り、原発の方向を
眺める。街は腐海、ならぬ樹海に没
しつつあるようにみえる



イ
リ
の
惨
劇
か
ら
学
ぶ
点
は
多
く
、
私
自
身
ツ
ア
ー

に
参
加
し
て
得
が
た
い
経
験
が
で
き
た
。

　
私
の
参
加
し
た
ツ
ア
ー
は
、
ガ
イ
ド
が
ロ
シ
ア
語

だ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
外
国
人
向
け
の
英
語
の
ツ
ア
ー

も
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
、
可
能
で
あ
れ
ば
、

日
本
語
の
ガ
イ
ド
が
い
て
く
れ
た
り
す
る
と
、
一
般

の
日
本
人
が
参
加
し
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。
日
本
の

旅
行
会
社
が
企
画
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
パ
ッ
ク
ツ

ア
ー
は
、
歴
史
と
か
文
化
に
重
点
を
置
い
て
い
る
こ

と
と
思
う
が
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

組
み
込
ん
で
み
た
り
す
る
の
も
一
案
か
も
し
れ
な
い
。

　
現
状
で
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
・
ツ
ア
ー
は
「
学
習
」

に
重
き
が
置
か
れ
て
お
り
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
要
素
は

乏
し
い
（
ゾ
ー
ン
内
で
は
ま
と
も
な
ト
イ
レ
は
ほ
ぼ

存
在
し
な
い
な
ど
）。
学
習
効
果
を
広
げ
る
た
め
に
も
、

よ
り
広
範
な
市
民
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
快
適
性
に
配
慮
す
る
こ
と

も
必
要
か
と
思
う
。
他
方
、
ツ
ア
ー
で
は
廃
屋
に
入
っ

た
り
、
瓦
礫
に
触
れ
た
り
す
る
の
で
、
日
本
人
の
感

覚
か
ら
い
う
と
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
軍
手
を
着
用
し
た

方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

　
そ
の
後
、
犠
牲
に
な
っ
た
事
故
処
理
作
業
員
の
記

念
碑
に
献
花
し
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
全
身
を
ス

キ
ャ
ン
し
て
異
常
な
被
曝
が
な
か
っ
た
か
を
確
か
め
、

制
限
区
域
の
外
に
出
た
。
近
く
の
カ
フ
ェ
で
食
事
を

と
り
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
食
事
の

中
味
は
ご
く
一
般
的
な
も
の
）、
ツ
ア
ー
を
締
め
括
っ

た
。

●
参
加
し
て
み
た
感
想

　
我
々
日
本
国
民
は
、
こ
れ
か
ら
何
十
年
も
原
発
事

故
処
理
の
問
題
と
付
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
意
味
で
、
四
半
世
紀
前
に
生
じ
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ

はっとり　みちたか／　

一般社団法人ロシアＮＩＳ貿易会・ロシアＮＩＳ経済研究所 調査部部長。
ロシア・ウクライナ・ベラルーシの経済・政治情勢が専門。個人ＨＰは
http://www.hattorimichitaka.com/

ただ、4号機の周辺は、さすがに線量が高い。今回のツアーで最高値を記録し、
測定器が激しく警報を発した

国際的な支援で建設中の「新石棺」。受注したフランス企業が莫大な利益を挙げる一方、
現場のウクライナ人は高線量下で低賃金労働に従事させられているという話を聞いた

ツアーが終わり管理区域から出る際に、一応全身をスキャンして安全を確認。もちろん、
全員異常はなかった。最後に、ツアー参加証ももらえた




